　不景気を吹き飛ばせ　
                                                    高野　獨源
世の中不景気である。普段着ではない。ホットケーキでもないが、ある意味ショート景気だと言えなくもない。
日本全体が不景気であることは国内総生産（ＧＤＰ）、鉱工業生産指数、消費者性向、失業率などをみれば明らかに分かる。不快指数、円周率などを見たら、残念ながら分からないだろう。その他、円高で輸出が落ちていることは国際収支からも見て取れるし、企業物価指数や消費者物価指数も落ちているし、私の体力も落ちている。そういえば視力も落ちているし、落ちる数字ばかりだ。
私は、アマチュア・オーケストラで楽器（バイオリン）を弾いているが、途中で譜面上のどこを弾いているか分からなくなったり、ついて行けなくなることを「落ちる」という。これも避けたい事柄である。
どうせ落ちるなら贅肉、汚れ、シミなどに落ちて欲しいところである。逆に、増えるのは倒産件数、失業率、中性脂肪率、不良債権、不良中年（私のごとき）、魚の目などであろう。ろくなものが増えない。

しかも、今回の不景気は日本だけでなく、世界的なものなのだからどうしようもない。百年に一度の不景気だそうだが、普くその影響が浸透して来ている。アメリカから始まって、ヨーロッパ、アジア、日本にも伝播し、私の生活にも浸透して来ている。
私への影響としては、私に次のような対策を採らせるような変化があった。まず、やがて来る、無駄使いや、楽しみに費用を投じることのできなくなる時代に備え、今の内にやりたいことに金を使っておくことにした。また、こんな時期に会社をクビにでもなったら大変だと考え、リフレッシュして効率良く仕事を進めて会社に貢献できるよう、趣味を充実させた。昼は、少しでも昼食代を浮かそうと、従来より百円でも安いところを選び、代わりに、おやつや夜食を五百円ほど充実させた。夜も、遅くなって外食して帰るよりも、自宅で食べた方が節約になると思い、早めに帰って、ついつい家族全員で外食に出たりしている。この間もＥＴＣで高速道路通行料金が安くなるということで、早速ＥＴＣを買い、無理やり用を作って高速道路で試しに使ってみた。
話は変わるが、ＥＴＣ割引、なぜ平日は駄目なのだろうか。平日しか休めない人は割引が使えなくて不公平では無いのだろうか。結果として考えられるのは、平日は高速道路の需要が伸びないのに対し、土日祝には利用客が殺到し、混雑の余り、遠くまで行くことができない。そうか。なるほど。遠くまで行けなくて、もともと千円分以内の距離しか利用できないのだ。それでも、道路側としては、今までと同じ代金で今までより多くの利用客から利用料を得ることができる。混雑を利用した利用距離制限だったのだ。さすがはよく考えられたものである。　

さて、話を戻して、このような涙ぐましい私の不況脱出努力にも関わらず、私はなかなか個人的不景気から抜け出せないでいる。ここ二十年ほど抜け出せていない。自分で収入を得るようになって以来ずっとである。
「経済的健康には、金という血液に当たるものがさらさら流れることが必要だ」、とは、誰かが言った言葉であるが（確か私が言ったと思うが）、金は天下の回り物だというし、宵越しの金は持たないというし（江戸っ子だけかも知れないが）、金の動きが詰まると不景気となる。これが流れ過ぎてもいけない。血液も流れすぎると高血圧で良くないが、金も流れすぎると、バブル経済となり、そのうち破綻する。現在のアメリカのようだ。
同じ事は、個人のレベルでも言えるように思う。収入がある程度必要なのは言うまでも無いが、その収入のためには、投資が必要である。入っては使い、入っては使う。この循環が個人の経済的健康を培うような気がする。
例えば山内一豊は、馬市に立った素晴らしい馬を購入するに、妻、千代のひそかに貯めた金を使わせてもらい、この投資が人の目にとまり、出世の道を歩んだという。

私の先祖の居た長岡藩では、藩政改革による節約と投資を組み合わせて莫大な金を作り出し、ガトリング砲などの兵備などに投資し、そのお陰で、戊辰戦争では意地を見せることができた（見せない方が良かったと言う人もいるが）。さらに、その後の米百俵の逸話は有名である。長岡の貧窮を見かねた三根山藩から送られた米百俵を、小林虎三郎、三島億二郎らが中心となり、藩士たちへの配給とはせずに、学校の設立に使う決定を下したのだ。もしその藩士らの中に私がいたら、食い意地に負けて反対しかねないところだが、その時居合わせなかったのが幸いである。恥をかかなくて済み、こうやって紹介できる。
「売り手よし、買い手よし、世間よし」の三方よしで有名な近江商人の一家、塚本家の塚本定右衛門は商売で得た収益を自分のためには使わず、近郷の治水事業などの公益のためにせっせと費やした。そのお陰でどれほどの人々が救われたであろう。勝海舟はその行動を知り、「たいした男ではないか」と、感動して記している。
夏目漱石は、ロンドン留学中、学業のために生活費を削って書籍を買い集めた。これも、自分の為というより、日本のため、人類のためという気概が伺える。

私の両親も、私にひらがな学習器を買ってくれたため、私もひらがなが読めるようになった。本や楽器、習い事などかなり投資してもらったと思う。結果的に無駄な投資となった事は申し訳なく思う。私の母が自分で読もうと思って若い時分に買い込んだ日本文学全集は、ひらがな学習器で勉強した私によって後に読まれ、無駄にはならなかった（？）
あしながおじさんのお金の使い方は、素晴らしいが、それをもらったジュディのお金の使い方も、とても素晴らしい。ジュディからの手紙でその使い方を知ったあしながおじさんは、とても喜んだであろう。使われたお金も、喜んでいたと思われる。
このような、効果的な出費がある反面、金をどぶに捨てるような、無駄な金の使い方もそれ以上に存在する。

金というものは、使い方により、活きもし死にもするのだ。

また、不思議なもので、欲張ると金が逃げて行くものだ。株は買うと下がり、売ると上がるのでも分かる。貯め込もうとすると、予期せぬ出費を強いられることでも分かる。何もかも全部得ようと欲張ると、一気に失うことがあるのでも分かる。
健康には、三つあるという。身体的健康、精神的健康、経済的健康で、それぞれ、血液、神経、お金の流れを良くしておく必要があるそうだ。（これは、二〇〇八年一月、私によって唱えられた。唱えようと思えば、念仏でも唱えられるものだ。）

私の場合、三つともうまく行っていないが、既に健康な人は、これらを維持し、どれかが掛けている場合は、それにも配慮をすると良いだろう。三つとも欠けている私も、欲張って全部がんばるぞ。
（執筆自二〇〇九年五月十五日至五月十八日）
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